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古代東国と豪族の家

田中広明

要旨 古代豪族の家について類型化を行い、実態の把握に努めた。ます古代豪族の家を九つの要素で

表現し、関連する遣跡の一覧表を作った。

まず郡家の政庁や正倉付近に営まれた「館］と郡司の「家」について検討し、両者が全く異なる論

理に基づき成立していたことを明らかにした。その上で郡家や国府以外に営まれた豪族の家について、

その中心施設となる区画施設や建物群の類型化を行い、区画施設や掘立柱建物のみで構成される遺跡

の中には、一般集落とすべき一群があることを突き止めた。

また古代豪族の消費生活を映すような出土遺物についても検討を加えた。

古代豪族は、その存在自休、地域の現象を反映するため多種多様である。そのため古代官衛のよう

な定型化した遣構群などをみることはできない。

むしろ各遺跡の個性こそが、古代社会の実態を映す鏡であった。

はじめに

三ツ寺 I遣跡の発見以降、いわゆる［豪族居館」（註 1) は、各地で発見され、構造や居住者に

かかる古墳等の研究が行われている（註 2)。しかしその研究は、周囲を囲む溝、柵列、東国には

稀な掘立柱建物跡など、遺構の規模や構造を比較検討する遺構論に終始し、なぜ「豪族居館」なの

か、とくに遣物からの検討が、なされないまま進んだのが実状といえよう。

ここで古代豪族の居宅にかかる遣跡を扱うとき、三ツ寺以降にみられた古墳時代の「豪族居館」

研究と同じ轍を踏まないためには、古代豪族の特質とその居住施設が、一般集落からいかに隔絶し

ていたかについて、各地域のそれまでの歴史的前提を踏まえ、明らかにしていく必要がある（註 3)。

豪族は、行政的な国家権力や中央貴族などの権力を背景に持ち、その権力を支える経済的基盤や

武力行使能力が、世襲的に備わっていたと一般的に考えられている。

ところで豪族とは何か。あまりにも豪族そのものが抽象的な表現で、具体的な定義付けは、これ

までそれほどなされてこなかった。唯一、青木和夫氏が、 「いわゆる社会的分業が、まだ充分に展

開していない時代に①農業を中心とする大規模な経営を②世襲的に営んでいた⑧有力者たち」と、

古代史の立場で提言されているに過ぎない（青木 1974)。それは、

①、大規模農業経営ー背後に大規模な耕地や戸口•寄口となる集落をかかえること

②、世襲的権カ一居宅は継続使用されるか、世代交替の時点で移転があること

⑧、有力者の存在を示す遣構・遺物一経済的・血縁的・行政的に優位な遣物がみられること

と、言いかえられよう。

ちなみに青木氏が、古代の地方豪族として取り上げたのは、国造・郡司・富豪層・土豪・国司・

受領・私営田領主などと称された人々である。
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ところで古代豪族の家は、本来、生産の基本（最小）単位である「戸］や「家族」［家」の小経

営から出発し、共同体の首長や共同体を基盤とし、突出した存在が行った大規模経営へと位置づけ

て行くべきである。ところがこの小経営の基本である単位集団の描出が、また難しい間題である。

しかし竪穴住居跡と若干の屋から構成される東国の一般集落とは別に、大形住居や大形掘立柱建物

跡で構成され、出士遺物にも傑出した要素をもつ遣構詳が、集落内の一角に形成された事例も存在

する。

こうした事例は、国郡制下の郡家のー施設であったり、郷を単位とする末端官衛（郷家・郷術）

との繋がりが深く、このような官術（公的施設）といわゆる豪族の家が、未分化であった可能性は

高い。おそらく豪族の家の一部が、末端官術として機能していたことも充分考えられる。また国府

や郡家などの「館」では、官術の一部が、私的に使用されており厳密に公私を分けることは難しく、

余り意味のあることでもない。そのためあえて公（官術）と私（家や宅）を分離して検討するので

はなく、各遺跡を総合的に判断し、遣跡と遺跡を相互に比較することで考察していくこととする。

そこで作業仮説として、次の項目を豪族の家にかかる構成要素とし、項目のいずれかを含む遣跡

について、分析を試みることとした。

①、区画施設ー豪族が民衆から遊離していたとするならば、溝跡・土塁・柵列などで区画された

施設が存在する可能性が高いこと

②、大形住居・掘立柱建物跡群ー豪族の住まいが、一般の竪穴住居とは、隔絶していたならば、

大形の竪穴住居と掘立柱建物跡などで構成される遣構群がみられること

③、食事や饗宴ー多くの戸口や寄口をかかえ、また有力者間の紐帯を深めるための食事や饗宴が、

行われていたならば、須恵器の大甕や大鼠の食器が消費されていたはずであること。

④、奢修的遺物ー豪族の富裕な生活を映す奢修的で豊富な消費を示す遺物や、宝器•仏具等の遺

物が出土すること

⑤、手工業生産ー鉄・奇裁維・漆などの手工業生産を取り込んでいること

⑤、硯。刀子・腰帯具など文書事務や官人とかかる遣物が出土すること

⑦、馬具や武器・武具が、大量に出土すること

⑧、津や古代道路、河川とのアクセス地点など、交通に至便な所に立地し流通の拠点であること

⑨、近隣に水田や牧、あるいは水産資源など核となり、余剰生産物を生み出すことのできる経済

的な基盤が存在すること

とくに本稿では、①と②の要素を重視し、東国における「豪族の家」にかかる遣跡を類型化し検

討した（註 4) （表 1)。東国に限定したのは、集落の景観が、 7~11世紀では、若干の掘立柱建物

群を含み、竪穴式住居を主体とすることで共通するからである。しかし掘立柱建物跡群が、集落の

主体となる越前から出羽地方や、いわゆる防御集落あるいは竪穴住居のみで構成される陸奥北部は、

検討の対象外とする。

なお古代国家の未端支配にかかる施設、たとえば郷家や郷長といった範疇が、実体の遺跡の中で

どのように反映されてくるか明確に説明されるとも若えられず、そのうえ新たな範疇としての地方

豪族という側面を加えるとするならば、間題をさらに複雑化させるばかりとなってしまう。
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そのため郷家。郷長については、郡家正倉機能の分散化として郷倉、古代国家の地方末端支配に

かかる執務者としての郷長という側面にかぎり用いることとし、地方の経済を握り、地域支配（古

代豪族的な経営、私的な大規模経営）の存在を示唆させる①。②のような条件を備えた遺跡につい

て、検討することとする。当然、その経宮は、国家や中央の有力者との連携が想定され、その主人

公は、官人機構の末嬬に組み込まれていたことが予測される。間題は、いかに経済活動やモニュメ

ントから個々の遣跡の個性を導ぎ出し、その遣跡が地域に果たした役割を明らかにするかにかかっ

ている。

豪族の家及び関連遺跡
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北島 i第2地点） 埼王！リ熊谷市 8 11i紀太ー 9柑紀初頌 X X X () O Cl o x X X X X X X X X 武萩同柚羅郡の菜族のみ、
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区栂

門 贔闘掘五物 先人 晨人器 ｛奢品多

鉄紡 腰馬 銅

造跡名 所在地 時期 圃 生 漆硯 鈍り 遺跡の件格

溝列 産 禎 布UI. 9目、 産

池．J_~ 埼干原行Ill市 9 柑紀前葉～］0柑紀前 1• 0 X X X () X 9) 0 X X l C X X X X 武蔵同播羅郡の郷関連施設

稲荷削 (A巳IIX期 埼工児坂戸市 81几紀後染 X X X Cl こ〗 3 o x X X X 1 X X X X 瓜蔵国人間郡、咲放の家

稲1',:1前 (A区1¥IIl期 埼宝児坂戸市 9批紀後葉 X X X C 0 4 o x X X X X X X X X 武蕨国入間郡、伎族の家

宮町 埼 1、県坂戸山 811[紀削菜-9軋紀後葉 o x X C 0 』 X X X 1 X J X X X X 東llli且武蔵路を行掌したh)」な啄 I路家」

板の越 埼干限坂戸市 8冊紀使1'～9柑祀初頭 () X X C 0 2 X X X X X X X X X X 武蔵同入問郡の咲族の家

阿知越 埼上県児工郡児．L町 叫I[紀『l半 X X XI r; X C) C) X X X X X 0 X X X 恥蔽国児 1郡

行監塚占•井戸 埼王！り児干郡児王町 7i廿紀k~10柑元前半 X X X 0 O C) Q X 0 0 X C, O C) x)（ 武蔵国児玉郡内の某郷家か

将藍塚古井戸’第 4it屈群 埼£県児工郡児上町 81且紀未-9肌紀初頭 0 X X 0 0 3 0 0 0 2 X X X X X X 武蔵凶児上郡某郷の郷家か

中堀 埼王県児干郡ヒ里町 9世紀前葉～ 10世紀未 00  x (/） 0,,; ,u ~ O C) O C) O C) 0 (） 0 0 武蔵同勅旨田経‘}]拠臼

八幡人神1討 埼 1，-県児」＿郡J_阜町 7111•紀後空～太 (） 0 n＼,こ, f~へ戸、~~’ 0 0 X X X X X X X X 武蔵l.SI兄 1評ネの館か

壱樹原裕下 均モ県児鱈慮11111] 7枇紀未～ 9世元後半 X X x :) 0 0 C) X 0 0 X 0 0 0 o x 武蔵同加芙郡郷家か

丑樹原桁↑（第 1掘立群i 埼 k県児上祁神川町 9111紀n，J吸 X X X X o x X X 0 0 X X X X X X 武蔵国加美郡某郷の笈族の家

庖樹原 楢 I、（第 2掘立屯i〉 埼王県児モ郡神川町 81仕紀後築-9批紀初頭 x x X 0 c:: x X X C) X X X X X X X 武蔵同加笑郡某郷の紫族の家

足杜JI見佑下｛第 3槻釘詳i 埼卜県児 L郡神川町 9 Iii•紀 iii1葉 X X X 0 o x X X 00  X X X X X X 武蔵固加足郡某郷0)ば族の永

東Ill端 埼王県深谷市 7世紀後半~8世紀前染 0 X X 0 0 0 () X X X X X X X X X 武蔵国播羅郡の本端官1街

/c111om1 埼 1県 Ill越巾 7ILI紀 ,1環ー後葉 X X X 0 0 X X X X X X X X X x x 武蔵国入間郡の咲族の水

光LI」1-m期 埼王県Ill越市 8世紀 I~Il X X X (_) 0 3 X X 0 5 o x X 0 X X 如11直武蔵路にかかる集落

熊野中宿他 埼 i県大里郡1祐1部町 7 Ill 紀末~～ 8 1l！紀1liJ半 () X X 0 0 0 0 0 00  X 0 o x X X 武威凶仕沢郡なの館か郡百j[；；'し

白1i#A 埼王県）、里郡岡部町 9世紀前乎 X X X 0 (） - 訊商同楼沢郡内の某郷関連施設

北坂 埼 l．県大甲郡l踊部町 9叶元前 1こー後じ Cl X X 0 0 2 X X X l X 1 X 0 x x 武蔵I五］栴前男牧

若業台 埼王県館ヶ島市 8世紀前娯~8世紀中染 X X X 0 o x 00  0 X )(0 o x X X 瓜栽国 1’り人寺「柘原庄」庄家か

冨上見 「F 埼 1~県鶴ヶ局柑」 8枇記Ill-9柑紀中荒 X X X 0 o x X X X 3 X X C X X X 武蔵囚入問郡

花の水 埼王肘和光市 9世紀後菜 X X X 0 C) 1 o x X l X X X X X X 武戟同新羅郡、窟索の家

神昆丸山 神余川県横浜巾 10111.紀代 0 X X X 0 - 袋族の屈，i::か神社

反者原 神奈1111見横沢市 7i廿紀後'f~8柑祀以降 X (_) X 0 0 - 武萩同都筑郡家

侮殿II'1 東京都北に 7~紀後半 X X X 0 o x 0 0 o x X X X X X X 武蔵国盟島郡系

遂昌路 A地，占 千菜県日1扁郡 [|1猫村~ 9 ~10i廿紀 X X X 0 0 - 下甜国印廂郡

濯1作第 2 ・「業県印益郡1:|lljii村 9111祀後半～1111[紀初頭 o x X 0 0 - 0 - 上総凶印靡郡「北）しぶ」

大畑 J Il、向台 千菜県印揺郡栄Ill], 7世紀後葉～ 9低紀初頭 X X X X 0 0 0 0 X X X 0 X X X X 下総同埴叶郡家の節か

II秀西 T葉県我孫子市 71且紀よ X X X X o x X X X 0 X 0 X X o x l、鈴~国相馬郡裟止腐lil] 身建物群

砂田中台 千茫県山武郡人網い甲Ill] 8世祀中業～10泄紀前1 X X X 0 X - - 0 0 - 0 - L総国山邊郡家関連施設

紬岡人山 T業県成田巾 8軋紀初頭～ 9 11［紀初頭 X X X 0 O b X X X 20 X X 12 I 3 X ト総国印揺郡、緊族の家か郷弁

大袋lll上第 2 千菜県成Ill市 6批紀後'1-7 III紀後平 X X X C) 0 2 00  X X X X X)( X X 下総国印條郡の蒙族の泳

大袋小谷湘 T葉県成田市 9批紀niI半 X X X Cl o x X X X X X X X X X X 下総国印梱郡

大北 千菜県千染巾 7柑祀末～ 8柑紀後葉 X CJ X 0 CJ l OG  X X X l X X X 0 下総匡l芭飾郡Ill曲駅の館か

乃賀輪 千葉県千葉市 8W.紀 0 X o x o x X X X X X X X X X X 神村か居宅

11［田水呑 千菜県東令市 8柑紀前 1~ 9 1廿紀後半 X X X 0 0 5 0 X X 8 X X - X X X 上総I国］山没郡山口瑯設笠の館「1J」口餌J

上オ塚 静岡県＝島市 8且紀前半 00  X X 0 0  X X X X X X 0 X X X I＃況国府l}、1施設（館か） 釈館か

柚lll 浄岡県駿束郡小山町 7111祀中葉～ 8ill紀前半 X 0 X C) o x 0 X x)< X X X X X X 伊豆 相模国境の坂迎え施設か、奈族の居宅

内荒 浄岡県静岡市 8世紀後f.-9柑紀後乎 0 0 o x 0 8 X Cl X X X - 2 X 0 X 駁河国安倍郡家、銅日］ ［造人h1i[|J」

坂尻 静岡県袋井巾 8111祀初祠¥-9 I~紀初囮 00  X X o x 00  X X X 0 0 X 0 X 遠叫l吐佐野郡求か町1髯家、 「日根駅ネ」「駅長」

御子ヶ谷 静岡肌1給枝市 81仕祀初頭～10|U祀前1・ x (） 0 X 0 5 0 0 X X X 12 X X X X 駿河I司も人郡家、築地

長者届吸 静岡県磐田巾 7 111_紀太～ 8 1li紀後半 o x 0 X 0 X 0 X X X X X X X X X 遠ii囚 l"}田郡のな族の店宅、土累

占田Il|IIL, 長野県塩尻市 ll世紀中染 0 0 X 0 00  00  0 0 00  0 0 0 X 信濃国筑庶郡の「領干」の家

古川）1|西 に野県塩尻市 9且紀後半→10祉紀前半 o x x (） X 4 00  0 15 0 2 00  C) X fui愁同筑摩郡埴1泉牧関連逍跡

鋳師犀俎跡群 長野1店佐久印 8柑紀 o x X X 0 -- - 信漑国什久郡開発拠点、翠族の家

宮の坂 A 長野県佐久町 7軋紀後半-8世紀前梁 0 X X X 0 - 信濃国佐久郡、ほ放の家、楼閣あり

関IJB 長野県小諸巾 7枇紀前1-lOIIl紀初面J.00  0 X o x X 0 X 8 X X X 3 X X 信涙にl｛左久翡1の咲族のぷ

~ト神 に野県松本市 9批紀りii梁-9世紀中葉 00  X 0 0 3.1 00  01  0 6 3 1 0 X 信麿国筑摩郡苗、）文庄

=r,和1,111ム岸 長野県松本巾 9批紀後葉～10IIt紀前葉 0 X X 0 0)( 00  X 0 X X 6 X 0 X 信根国筑原郡1栢原長良の荘鳳升Ifn「長凡之fn_I

小原 長野県松本市 8世祀後棠～ 9批紀前葉 X X X CJ 01  00  X 2 X l X 3 0 X 信濃同筑摩郡の豪族の家

小池 長野県松本,1, 8 111祀木～ 9 世•紀前半 00  X 0 0 1  00  X 1 X X 01  o x に濃国筑1点郡埴I泉牧関連逍跡

中□子 長野県松小市 8恨紀前12 0 X X 0 0 2 X X X l X X l X X X 信濃匡l筑庶郡の翠族の象

南栗 長野県松本市 81[L祀oii兜～ 8世紀後築 X X X 0 0 18 X 0 0 22 X 4 2 X X X im農国筑1や郡某郷郷家

北方 長野県松本市 9但紀後半 0 0 X 0 X 7 X 0 0 X X X X 3 X X 信濃同筑麿郡人井郷、 「大井」翌湖

伸Ill 長野県飯田市 8匪紀初頭-9世紀後半 X 0 X X o x 00  X X X 0 0 0  o x iし：双国伊那郡家関連追跡

弥勒寺東 岐早県関 lh 7 IH紀後i’~101仕紀nii半 X 0 0 - 。ク― 美濃国瓜裟郡象

上町 岐早県吉城郡古／11111] 11批紀未-12祉紀初頭 x x X 0 (） - 栄族の家

UIJ 岐早県占城祁占川町 7枇紀太～ 8 1仕紀初頭 00  X X 0 5 0 X X X X 2 X X X X 飛騨国荒城郡の館か緊族の家

洛合土郎 殷序県中津川市 8世紀未～ 9世紀前f X X X X Cl X X 0 X X X X X X X X 東山道坂ト駅か、芙，混 信浚国境の坂迎え施品か

凡例 の出 1点数。 8 漆漆紙・漆パレ J ト・容器等の の小鮮明な造跡や件格付けの1付碓な

1 時期 大形｛｝居や掘立杵建物跡群 4 大量食器 ）泣との穴器の廃梨か見 出t有無。 事例は，郡名のみでととめた

か、営まれた主イ本的な時期，，造跡の られるか否か。 9 硯 円面硯や風字硯なとうし型的な 12 ーは｀未甜苫や調査範囲か限定さ

存統時期ではない. 5 奢傍品 三彩'恙灯也・月聞剥淘屈伐恰 i見転川0見は含まない， れ’プ:iぎか判明し9こくぃもの'

2 大形住居 辺 8m 以卜の竪穴 {~r ・令属製品守c

居跡。 6 鉄生産 ，1，Ji」・鍛冶遺構を含む。

3 大甕 口縁部以 lの掲戟しだ行材• 7 紡紐紡鉢車の出 l,¢,•数。

10 銭 皇朝十＿―-銭の出土点数(】

11 遺跡の性格 報告啓記載内容を軍

視し、若千私見を父えた"なお）：態
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郡司の家と郡家の館

在地の支配権を握る郡司は、地方豪族の象徴といえよう。郡司と一口にいっても大領から少領・

主攻・主帳など複数おり、また郡内には、 『常陸国風土記』信太都条でも明らかなように、立郡に

かかる郡司以外の新興豪族も複数存在していた。郡内には、郡司に匹敵する豪族が、多数存在した

こととなる。その一方で郡司は、郡内に絶大の権力を及ほし、その家族は、少ない戸籍史料（註 6)

などから明らかなように戸口の多い大家族であり、郡内に大規模な生産拠点をもっていた。

ところで郡司は、広大な郡域の内部にそれぞれの経営拠点（「宅J)をもち、その宅は、伝領され、

世襲されたと考えられる（註 7)。そして那司は、郡内各所の宅を拠点に大規模経営を行い、その

中心となったのは、むろん郡司の「家」であったといえよう。郡司の宅が、伝統的に経営され続け

ているとすれば、郡司の「家」も郡内各所に存在した可能性が高い。

また郡家機能の拡大とともに、郡司が郡家の周囲に集住したり、郡家が在来の有力豪族の拠点に

営まれた場合、郡家政庁や正倉の近隣に郡司の「家」が営まれた可能性は高い。さらに郡司の「家」

の一部が、官術としての郡家建物（郡術）に使用された場合を予測すると、すでに大方が認める郡

家遣跡の一部やその周囲に郡司の「家」が発掘調査で見つかっている可能性は低くない。次にその

概要を記しておこう。

調査事例の検討に入る前に郡司の家と郡家の館について、文献史料から若干の予測を立てておき

たい。まず郡家に設置された館であるが、 『上野国交替実録帳』によると、郡内にーーから四の館が

みられ（実際は無実となっている建物を含む）、それぞれ宿屋・向屋・副屋。厨・厩などから構成

されていたことが判る。これらの建物は『官舎帳』に記載され、私的な使用は限定された。また修

理や増改築にも許可が必要だった。当然、郡司の私的財産である家は『官舎帳』に掲載されない。

つまり公的宿拍・留住施設である「館」は、国家の所有にかかることとなる。

ところで餡の構成要素である宿屋・向屋・副屋・厨・厩などは、一方で地方豪族たる郡司の家に

も備わっていたことが予測される。概念上、史料用語として「館」と「家」とは、決定的に異なる

が、実態としての遣跡では、明確に分かちがたい。例えば『今昔物語集』では、 「寝殿・対屋・厨

・厩」などから郡司の家は構成されていた（註 8)。主屋建物が、郡家の館は「宿屋・向屋・副屋J

の三棟構造、郡司の家は、 「寝殿・対屋」の二棟構造となっている。つまり館は、政庁と共通した

空間、家は、京内の貴族の邸宅であるいわゆる寝殿造りの延長にある構造とも理解できよう。そこ

でまず郡家に近接した郡司の家、または郡家の館にかかる遺跡について概要を記しておくこととす

る。なお各遺跡の郡家としての存続時期は、表 1の通りである。

まず常陸国新治郡家跡では、詳細は不明だが正倉群の南西に「郡家趾Jとされた郡司の居宅域が

広がっていたとされる（高井 1994)。大きさの異なる 4棟が、平行に並ぶように復元されている

が、詳細は明らかではない。また陸奥国磐城郡家（根岸遣跡）では、正倉群や政庁南の舌状台地に

大形住居や掘立柱建物跡からなる居宅跡が確認されている（猪狩 2000)。さらに武蔵国榛沢郡家

（熊野・中宿遺跡他）では、政庁は未確定ではあるが、正倉群の南に大形建物からなる居宅跡らし

き施設が確認されている（鳥羽 2001)。美濃国武儀郡家（弥勒寺東遣跡）では、正倉院・政庁院

の東に「館院」とされた遺構があり、ここは郡司の居宅の可能性が高い（田中 1998)。
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武蔵国豊島郡家（御殿前遣跡）では、正倉院と政庁に挟まれた地点やその南に、多数の掘立柱建

物跡や住居跡が確認され、郡司の居宅とのかかわりが推定されている（田中 1988)。また下野国

那須郡家（那須官術関連遣跡）では、西から正倉院・政庁院・厨院，館院と推定される建物群が確

認されている（大橋・板橋 1998)。きらに陸奥国白而郡家（関和久遺跡）の中宿・古寺地区では、

柵列に囲まれた中に掘立柱建物跡群が確認され、 「館院」ではないかとされている（木本 1973)。

武蔵国都筑郡家（長者原遺跡）では、正倉群・政庁とともに大形建物詳が確認され、 ［館」とされ

ている（水野 1990)。

このほか郡家の正倉や政庁は末確認だが、確実に郡家の中枢施設であり、郡司の居宅、あるいは

都家の館と推定される例として、以下の遺跡を拳げることがでぎる。

駿河国志太郡家（御子ケ谷遺跡）では、 「志田大領」や「志少領」など大量の墨書土器が出土し

ており、志太郡家の厨に準備された上器と考えられる。とくに一点のみではあるが、 「志少領殿」

と記された墨書土器が出上したことから、遣跡内に少頒にかかる建物が、存在したことは明らかで

ある（八木・磯部 1981)。また下総国埴生郡家（大畑 I・ II遣跡他）では、多数の掘立柱建物跡

群が確認され、郡司の屈宅または郡家の館と推定されている（石田 1985、大野 1986 ・ 1987)。

以上の事例は、郡家内の正倉や政庁等とともに郎司の居宅や館が確認され、居宅・正倉・政庁等、

那家の各施設が、同時期に機能していた。これらの調査事例から都司の家と郡家の館の構成変素に

ついて検討を加えることとしたい。

外郭施設 弥勒寺東遺跡では、長良川と正倉群の狭間に郡司の居宅が想定されている。この地点

は、長良川から物資を荷揚げした場と推定される。石列が、山肌に直交するように確認され、石積

み列の—一部に東門とされる部分があった。居宅の外郭を覆った施設とされる。この他、郡家に隣接

した居宅では、外郭施設の確認された例は乏しい。ただし根岸遣跡では、郡司の家と推定される遺

構群が、他の施設と異なる舌状台地に立地しており、土地利用に景観的な隔絶観があった。

一方、館と考えられる一群は、区両溝や柵列などによって囲まれた「院」（館院）を構成してい

た可能性が高い。例えば御殿前遣跡の場合、政庁と正倉の間に三棟以上で構成される二単位以上の

建物群が見られ、区画溝で1ス分されていた。また白河郎家中宿・古寺地区でも東辺と南辺が柵列で

囲われ内部に数棟の建物群が存在した。同椋の例は、倉吉市不入岡遺跡（伯音国久米郡家）でも確

認できる。那須官術跡でも建物群を区画する溝が確認され、 9館院」と考えられている。

建物配置 熊野・中宿他遺跡では、いくつかの掘立柱建物跡が存在するが、その内最も大形の建

物は、 L字形の配置がみられる。大形竪穴住居も隣接している。また根岸遺跡では、調査範囲に制

約があるが、尾根筋に沿って L字形に大形の掘立柱建物跡が配置されている。またやや離れて東

に大形の竪穴住居が存在する。

さらに御子ケ谷遣跡では、当初は単純な配置であった建物群が、 IIa期から複雑な配置をとるよ

うになる。 IIa期の遺構は、井戸跡を中心とした「厨家」、東西の大形建物、その中央には=・四

棟の市北棟が、棟を揃えて並ぶ。このような規格性が見られず、複雑な配罹であることや郡名・郡

司名を書いた墨書土器の消滅など、御子ヶ谷遺跡の性格が、それまでとは大きく変わったことをホ

している。ここでは、郡家の館から判髯］の家へ移ったと理解しておきたい。
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また土塁を伴う静岡県長者屋敷遺跡では、大形の建物が、 L字形に配置されていたようである。

このほか大畑 I・ II他遣跡では、調査区に制約があり、不確定な要素が強い。掘立柱建物跡群の

東南に竪穴住居跡群と井戸跡が確認されている。

これらから郡家に隣接した郡司の家には、主屋建物・副屋建物•井戸跡・竪穴住居・方形建物跡

等が、地形に左右されながらも棟方向を揃え、建てられていたようである。

主屋建物 根岸遺跡では、梁行三間の五間四面屋が見られ、御子ケ谷遣跡では、梁行三間の五間

屋、また熊野・中宿他遺跡では、梁行三間の八間屋（推定）がみられ、それぞれ居宅の主屋といえ

る格式の高い建物である。

倉庫 郡司の居宅や郡家の館にかかる遣跡では、総柱建物の倉庫の確認事例は少ない。ましてや

郡家正倉に匹敵する三間以上の大形倉庫は、はとんどみられない。ただし厨に隣接した小規模な倉

庫や屋の付属棟としての倉庫は、一・ニ棟みられる。これらは、柱間が短いことや往穴が小さいこ

となどから、隣接する屋の補助機能を充たす目的で随時たてられ、蓄財やその連用のために恒常的

に使用されたのではなかったと考えたい。

内部施設 前述のように各遣跡で大形住居と井戸跡が確認されており、郡司の届宅内に厨が存在

していた可能性は高い。また小形の掘立柱建物跡の中には、厩の機能を備えた建物が存在した可能

性も指摘でぎよう。ただし国司の館のように「池］や「遣り水」など、景観を楽しむ庭が付属する

例は見られない。

出土土器 郡司の居宅で使用された土器は、これまでの事例が 7世紀後半から 8匪紀代の事例で

あったため、際だった特色はみられない。唯一、畿内産賠文土器がみられる程度である。この他、

特色的な出土遣物として、根岸遺跡・大畑遣跡・関和久遺跡などで陶硯が見られる。陶硯同様、郡

司の存在を直接反映した腰帯は、はとんどその出上が見られない。

2 集落と豪族の家

次に国府や郡家とされる遺跡を除き、国郡内にみられる豪族の家とかかる遣跡について、検討を

加えることとする。当然、地方には、郡家の機能や国府の機能を補完した出先や末端の官術、交通

関連施設である駅家や寺院・神社、さらに初期荘園の庄家などもあり、豪族の居宅やその一部が、

こうした施設そのものであったし、公的施設として転用された可能性もあろう。

ところで発掘調査で明らかとなるのは、特殊な場合を除き累積されだ情報であって、時期別に区

切られた景観は、連続性の一断面にすぎず、遣跡は［祈絶のない経過の中で、重層的に得られた歴史

的産物である。このことを跨まえると、重層的なー枚の全体図では間題の所在、たとえば豪族の居

宅が、寺院となった場合のような機能の転化や、各造構のもつ役割りの移転などをつかみにくい。

そこで時期別の全休図からどの遺構がどの遺構へ発展（機能の移転）したのかを推定し、各機能

を担った建物群が、どのように推移したかを探ることを心掛け、遣構の構成から豪族の家を類型化

する作業を進めたい。ただしここに類型化した遣跡には、駅家や神社・館なども含まれており、全

てが豪族の家というわけではない。遺跡内に隔絶した単位の区画や建物が見られた遺跡について、

遺構の類型化を図ったに過ぎない（註10)。
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(1) 区画施設と大形建物群

I 区画施設を伴う遺跡

国府や郡家以外の遣跡で、仇画施設を確認した例は、付表の通りである。柵列や区画溝あるいは

上塁などで、方形に仝体または噌IIを区画した場合と、造跡内を分割した場合がある。

A 単独の方形区画

福島県観音屋敷遣跡(|又凹溝）、茨城県本届敷遣跡（区圃溝） ・横内遺跡（区画溝）、群馬県今井

道上遺跡（二重区圃溝・土塁） ・八木原沖田遺跡（柵列） ・篠塚四反歩遺跡（柵列）、埼玉県小山

ノ上遣跡（柵尻） ・大寄遣跡（柵列）、丸山遣跡（柵列）、千葉県芳賀輪遣跡（区画溝）、神奈川県

神隠丸山遣跡（区画溝）、静岡県横山遺跡（柵列）、長者屋敷遣跡（二重区画溝・土塁）、長野県関

□ B遣跡（区画溝） •関口 A 遺跡（柵列）などがある。

これらの遺跡は、方形の区画が、独立した施設である場合（遺跡名に下線で表示）と、集落の一

部が区圃された場合に分けることができる。

芳賀輪型 独立した区両施設の場合、狭く細い溝で方形に区画されていた。門も貧弱である。内

部は、掘立柱建物で構成され、小規模な竪穴住居がややみられる。構築された時期は、 7冊紀から

10懺紀まで様々である。規模はやや小さい。区画内の施設は、大変貧弱で、古墳時代に全国で登場

するいわゆる「豪族屈館」と共通する点が多い。

関口 A型 7 t仕紀末から 8llt紀にかけて、雑然とした柱穴からなる柵列や門で集落の一部を区

画した遺跡。区画内部に大形の住居はなく、棟方向を揃えた掘＿灯柱建物群がみられる。区画の内外

に竪穴住居がみられる。関「—-]A 遣跡（柵列） ・丸山遺跡（柵列）が代表例である。

関口 B型 輻広の区両溝を開削するか、重複の少ない一本柱穴列の柵列を構成した観音屋敷遺

跡（区画溝） •本屋敷遣跡（区圃溝） ・今片道j-遺跡（二重区圃溝・上塁）小ll」ノ上遺跡（柵列）

•長者屋敷遣跡（二重い画溝・士塁） •関[| B遺跡（―.重区圃溝） ．鋳物師犀遣跡（区圃溝） ． 

静岡県横山遺跡（柵列） ・埼玉県百済木遣跡（柵列）は、 1辺100m薗後の広大な面積を区画して

いる。乃形区圃が、条里地割に一蚊する静岡県内荒遣跡や埼卜県岡部条里遺跡なども、この例と共

通しよう。関nB型の遺跡では、規模の大小はあるが、門があり、大形の竪穴住居とその背後あ

るいは西（東）側に南北棟の掘立柱建物跡群がみられる。

B 区画の連続する一群

宮城県中田南遺跡（区両溝） ・赤井遺跡（柵列・区画溝） ・群馬県下東西遣跡（区圃溝） ・上栗

須遣跡1II区（区圃溝） ・大八木屋敷遣跡（柵列・区画溝） ・栃木県西卜谷田遣跡（柵列） ・埼玉県

中堀遺跡（区画溝．柵列） •長野県宮の反 A 遣跡（区両溝） • F神遣跡（柵列・区画溝） •吉田

川西遣跡（区両溝）等がみられる。

広大な面積が、柵列や区画溝で仕切られ、門や外郭施設のみられる場合もある。また区画内の分

割は、機能による使い分けを予測させる。それを裏付けるようにそれぞれの遺跡で、中心核となる

ブロノク、小形掘立柱建物跡詳のブロック、竪穴住居詳のブロノク、鉄や銅など牛産にかかるブロ

ノクがみられる。 7桐紀から11桐紀まで確認でき、それぞれ異なっだ性格の遺跡である。

下東西型 群馬県ド東酉遺跡や栃木県西ド谷田遣跡・長野県宮の反 A遺跡は、大形の区画内に
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梁間 3間x桁行 7間前後の大形掘立柱建物跡が並列し、小形の屋や若干の倉が付属する。別の区画

には、やや持殊な形態の竪穴建物があり、小規模な手エ槃生産や厨にかかっていた。この三遣跡は、

7枇紀後半から 8骨紀初頭にかけて形成された遺跡である。

下神型 大八木屋敷遣跡や中堀遺跡・下神遣跡•吉田川酉遺跡。三間沢川左岸遣跡・北方遺跡等

は、 9世紀前半から11世紀にかけて急速に発展した遺跡で、各種手工業生産にかかり、中心核的仄

画が存在する。前の沖田型との最大の相違点は、区画の内と外で、決定的な階層差が存在すること

である。また大形住居を中心として遣構群が展開する。

福島県屋敷遣跡もその一つであろう。河川の東に展開した建物群は、南面する主殿と二棟の南北

棟の脇殿が確認でき、あたかも寝殿造的な建物配償をとる。更に南には、井戸跡がみられ、東に付

属棟もみられる。南には、河川に直交した二条の溝跡があり、道路が想定される。大形の竪穴住居

が含まれないのは、会津盆地の遣跡が日本海側の集落景観と共通するからであろう。

沖田型 細かな重複の激しい柱穴の柵列が、区画を形成する。八木原沖田遺跡（柵列） ・篠塚四

反歩遺跡（柵列） ・大寄遣跡（柵列）は、規模も一辺50m程度で明確な門をもたない。竪穴住居

を主体に構成される大規模な集落の一角が、柵列で区圃される。八木原沖田遺跡や大寄遣跡などで

は、柵列の区両外も方形を基調とする無遣構地帯が存在することから、個々の集落の編成原坪に則

って形成された区画といえよう。区画も内部の西側は、緊穴仕居や掘立柱建物跡群が集中するが、

東側は閑散としており、また明確な区画施設もみられない。 9世紀前半から10肌紀に形成される。

区画内の竪穴は、重複が敬しい。北関東から侶濃にかけて形成された遣跡にみられる。

なお東北地方の城柵や郡家、あるいは柵戸とかかる赤井遺跡（区画溝・柵木列）。一ー里塚遁跡（柵

列） •田道町遺跡（区両溝．柵列） ・郷楽遺跡・中田附遣跡（区画溝）などの柵木列とは、材の大

きさや区画の広さが大きく異なり、全く別の類型である。

表には、他の遺跡にも区両施設はみられるが、調査杯］の閃係から全体像の把握はむずかしい。東

川蝶遣跡（区両溝） ・伊勢町天神 A遺跡（柵列） ・上飯島芝根 II遺跡。一万田遺跡（柵列）など

がある。

I[ 区画施設を伴わない遺跡

竪穴住居や小規模な掘立柱建物からなる東国のいわゆる一般集落では、大形の掘立柱建物跡や一

辺10m前後の大形竪穴は、それほどみることはできない。ここでは、仄両施設を伴わずに特別な

遣構を検出した例について、若干の検討を試みておぎたい。

A 大形掘立柱建物跡のみで構成される遺跡

上町型 千菜県日秀西遺跡の相馬都家正倉前身遣構や岐阜県上町遣跡では、 7桐紀後半から末に

かけて大形の掘立柱建物跡が確認された。日秀四遣跡では、古墳時代後期から継続する集落を移転

させ、六間屋・三間四面屋他を造営し、 上町遣跡では、七即屋や四間厨他が、閑骰と造営されてい

た。 7世紀後半から末にかけてみられる桁行の長い建物が、閑散とした景観に建てられ、後に郡家

へと転進した例は、宮城県古川市名生館遣跡や、『葉県梨焼棒遣跡・栃木県小山市千駄木浅間遺跡

などで確認できる

なおLい［廃寺では、建立の時期が間題となる (7世紀第III四半間新）が、その成立以前に棟方向
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が、 45゚ 傾く屋と倉庫群が見られ、 一説に山王廃寺を営んだ上毛野氏の届宅とされている（木津

1995)。ただ山王廃寺で確認された倉庫群は、三間総柱の建物で 5棟以上の大型倉庫が、規則的に

並立する形態である。この山王廃寺の事例は、弥勒寺東遣跡や東山遺跡・長者原遺跡、あるいは仙

台市郡山遣跡など郡家（評家）政庁が、正倉群に取り囲まれた例と共通する。山王廃寺の前身施設

であることを考慮すると、車評家とかかる遺構とも推定できよう。

B 大形掘立柱建物跡と大形住居で構成される遺跡

栃木県砂部遣跡・星の宮ケカチ遣跡・千葉県大袋山王第 2遣跡・大袋小谷津遺跡・埼玉県光山遣

跡 0期遣構群・北島遺跡第 2地点・将監塚古井戸遺跡第 4住居群・稲荷箭遺跡 A区XIII期・千葉県

高岡大山遣跡・長野県小池遣跡では、柵列はみられないが、建物の規模や周辺集落との比較から突

出した有力者の存在が伺える遣跡である。

大袋型 大袋山王第 2遺跡（下総国印概郡）や光山遺跡 0期遣構群（武蔵国入間郡）は、 7世紀

代に形成された遣構群である。両者とも大形の竪穴住居や掘立柱建物跡がみられ、東海地方西部（湖

酉窯跡群）の須恵器杯碗類を大量に消費していた。とくに大袋山王第 2遣跡では、大形の四面屋を

はじめとして18棟の屋がみられる。房総半島では、樹枝状台地に立地するため掘立柱建物群の棟方

向に統一性が、しばしばみられない。

将監塚・古井戸遺跡第 4住居群は、梁間三間・桁行四間に西面庇の付く建物を最大とし、東南隅

に大形住居跡・井戸で構成される遣構群である。建物群は、実に閑散と配置される。竪穴住居跡が、

東南に配置される。建物構成は、次の正直 C型と共通し、規模の相違といえよう。 8世紀から 9

世紀前半にかけてみられる。ただし総柱倉庫の付属はない。ほかに砂部遺跡・星の宮ケカチ遣跡・

北島遺跡第 2地点・小池遣跡などが共通する。建物群の構成要素は、郡家に近接した郡司の家に匹

敵する。

なお千葉県高岡大山遣跡は、三間屋と二間倉が、尾根筋に棟筋を揃えて 3~4棟を単位として建

てられた。中心に四間四面屋や大形建物がある。日秀西遣跡と異なるのは、掘立柱建物群が形成さ

れて以降も、竪穴住居が継続したことである。この建物群が、郡家正倉や郷倉にかかる倉庫群なの

か、豪族の私的財産を備蓄するための倉庫群か、あるいはそれ以外か、にわかに判断しにくい。し

かし高岡大山遺跡は、物資集積の拠点的施設であり、印靡郡の経営にかかる豪族のー拠点といえよ

。
ぷー

C 大形住居とこれを取り囲む数棟の屋と数練の倉で構成される遺跡

福島県台畑遺跡・正直 c遣跡 (V地点） •谷地前 C 遣跡・群馬県芳賀東部団地遺跡・上栗須遺

跡 l区・埼王県北島遺跡第14・ 15地点・尼樹原檜下遺跡・塚の越遺跡・北坂遣跡・石蒔 A遺跡・

千葉県油作第 2 遣跡・砂田中台遺跡・山田水呑遣跡・大袋小谷津遺跡・遂昌路遣跡 A 地点•長野

県中二子遺跡・南栗遣跡・小原遺跡・北方遺跡などの遣跡が相当する。

正直 C型 東南の隅に一辺 7m前後の比較的大形な竪穴住居を置き、この住居跡を囲んで西か

ら北に「L」「コ」字型の掘立柱建物群が形成される。地形に左右されつつもその外側に二～三間

倉が、棟をそろえて並ぶ。掘立柱建物跡の柱穴や柱痕跡は、貧弱である。最大の建物でも一面庇の

三間屋程度である。井戸が、併設される場合や鍛冶関連遺構が、隣接または併設される。
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遺構群の基本的な構成単位は、 1大形仕居 l軒|+1屋 3~4棟圧I倉 2~4棟|+（井戸・鍛冶等）

であり、屋よりも竪穴住居が、構成の主体となっている。正直 C型は、前の那司の家に比較する

と、やや貧弱である。とくにこれらの遺跡は、 8世紀後半から 9肌紀前半にかけて顕著に現れる。

また芳賀東部団地遺跡や尼樹原・檜下遣跡等の各遺跡で正直 C型の遺構群か、同時期に複数共存

していたことも特色である。集落内に有力な集団が、複数成長してきたことの反映であろうか。正

直 C型とは別に大形の竪穴住居跡を伴わず、小形の屋や倉のみで構成された遺跡・遣構群は、郡

の徴税機能を分掌して郷単位の物資を集積や管理した施設である可能性もある。

D 遺跡の空自帯の存在から方形の区画が想定される遺跡

若葉台型 埼玉県若葉台遣跡・神奈川県向原遣跡・千葉県大網山田台遺跡・油井古塚原遺跡では、

竪穴住居跡や掘立柱建物跡などが密集しつつも、方形を基本とする空自帯の存在が指摘されている。

この空白帯は、方格地割ではなく、複数の不正方形単位の連続となっている。この屯位に祁の「院」

のような区画施設は確認できない。内部に大形住居跡や掘立柱建物跡群の単位があり、その構成要

素は、一定ではない。各ブロックは、異なった役割分担が存在していた。

このはか福島県四百刈遺跡・千葉県大北遺跡・埼玉県阿知越遺跡・花の木遣跡などの遣跡では、

一般集落と遣構の差はないが、出上遣物に際だった特色がみられる。流通の結節点として璽要な役

割を担った遣跡である。

以上、区画施設とその内部構成からみた各遺跡の特色を述べた。その歴史的・地理的条件と、遣

跡の形成過程を考えたとき、様々な類型が生じることは予測されたが、改めて古代地方社会の複雑

なー側面を見る思いがする。

(2) 出土遺物からみた豪族の家

次に各類刑の遺跡と出土遺物の分析を通じて、列挙した各遺跡の特徴をより明らかにし、一般集

落との消費形態の格差、あるいは列挙した遣跡間の格差が、どのように生じるのか検討を加えてお

きたい。

7世紀から 8世紀前葉 長野県以東では、出土遣物の主体は、まだ土師器にあり、 5・ 6 ttJ：紀の

延長であった。須恵器の大規模生産は、未だに展開せず、供給源は、東海地方西部の湖西窯跡詳や

美濃須衛窯跡群、あるいは、地方の小規模窯に頼っていた。そのなかで、静岡県横山遣跡。大袋山

王第 2遺跡・東京都御殿前遺跡・日秀西遺跡・大畑 I他遣跡・大北遣跡などの遺跡では、東海地方

酉部産須恵器を豊富に消費していた。これらは駿河、武蔵、下総など東海道沿いの遺跡である（鶴

間 2001)。

また埼玉県八幡太神南遺跡では、近隣に独自に須恵器窯を開窯し、比較的大量に須恵器を消費し

ていた。さらに岐阜県上町遺跡や長野県恒ILL遺跡などは、美濃須衛窯跡群からの1共給を受けていた。

とくにこの段階、須恵器の最終的な消費は、まだまだ古墳や横穴墓であった。求心的な需要を支

えていたのではなく、郡家や郷の中心的な集落や施設は、流通のターミナルとして存在していたに

すぎない。しかし生産を抑制し、その流通量をコントロールしたのは、やはり在地支配に根付き、

在地の流通を掌捏した豪族の郡司層であろう。とすれば比較的畿内産陪文上器を豊富に出土したこ

とも、畿内（都城）や王権、あるいは国司・総領などとの接触の結果と理解でぎよう。
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また、食群が大量に出士した遺跡は、郡家の館や隣接した都司の家にかかる遺跡として、御殿前

遺跡・根岸遣跡・大畑 I遣跡・八幡太神南遺跡・仙台郡山遣跡・大北遣跡・熊野中宿遣跡がみられ

る。大袋型では、大袋山王第 2遣跡がみられる。関口 B型では、東川嬬遺跡・上栗須1I1遣跡・横

山遣跡・長者歴敷遣跡がみられる。下東西刑では下東西遣跡である。

ちなみに大鼠の食器を出土する竪穴住居跡は、一般集落でもまま見られる。食器の大量準備は、

国司や郡司。地方有力者の饗応や宴会、あるいは集中的な労働力の確保が必要な大士木工事や農繁

期の酒魚型労働への給付にかかる食事などであろう。

また須恵器大甕も、酒を準備する重要な容器である。その保有は、饗宴の主催者であり、労働用

具や給付品を準備できる有力者に限られていたと考えられる。まさに須恵器大甕の出土は、豪族的

な消費の一側面なのである。ただし須恵器大甕は、繰り返し使用され、占墳へも供献された可能性

があり、また古墳築造が停止した以降は、ほかの物品とともに集中廃棄されたのであろう。この段

階の須恵器大甕や食器の大贔消費は、郡家や関口 B型・下東西型・上町型の遺跡でみられた。

鉄生産にかかる遺構・遺物は、郡家には確認できるが、それ以外は、本犀敷遣跡や下東西遺跡な

どで確認される程度である。郡家の鍛冶遣構は、郡家の消費する釘や金槌、鍵などの建築金具など

の需要をも考慮すべきであろう。その一方で豪族の直接的な需要、たとえば大袋山王第 2遺跡の圧

倒的な鉄鏃の出上量を賄った鉄生産関連工房は、近隣の集落内にあったと考えたい。つまりこの段

階の豪族の家には、簡便な補修程度の鍛治工房以外は、存在しなかったのである。

また大袋山王第 2遣跡の集中的な武器の1呆有は、私的に保有された武器を咲閑の地に建てられた

兵庫に収公した大化改新詔の条文を想起させる。しかし大袋第 2遺跡では、 7C中葉から未にかけ

ての竪穴住居跡から武器が出土しており、一部地方では、豪族の保有した武器の収公が、改新詔よ

り相当遅れることを示す事例であろうか。ちなみに『日本書紀』大化二年の東国国司詔では、上毛

野国総領の紀麻利昔臣が、在地豪族の朝倉君に鉄刀をつくらせたとある。朝倉君のかかる工房には、

鉄刀をはじめとした武器・武具が、牛産されていたのである。

なおこの段階、馬具や銅銃などの奢修晶の出土は、ほとんどみられない。しかし根岸遣跡や上町

遺跡他では、硯の出土がみられた。また紡錘車や漆関連遺物は、きわめて少ない。手工業生産にか

かる遣構は、まだ豪族の家に取り込まれていなかったようである。

8世紀中葉から 9世紀前半 8世紀中葉以降、大規模な須恵器窯が各地に展開すると、食器は一

部の地域を除いて須恵器へと転換し、一般集落の需要をさらに充足させるため操梁を拡大した。と

くに台地内部へ新規参入した埼玉県若葉台遣跡や坂戸市入西遣跡群などの集落へは、精極的な須恵

器の供給がみられた。食器における須恵器生産の解放は、食器を安定的にしかも大量に供給するシ

ステムの形成につながっていた。

今皿検討した遺跡の中でこの段階に食器の大量消費がみられたのは、郡家の館や郡司の家では、

大畑 I 遣跡•関和久遣跡・御了ケ谷遣跡などである。大袋型では、将監塚・古井戸遣跡・稲荷前遣

跡 A区。北島遺跡（第 2地点） ・小池遺跡・郷楽遺跡などである。また正直 C型は、皇樹原・檜

下遣跡・台畑遣跡・谷地前 C遣跡・山田水呑遣跡。小原遺跡などである。さらに若葉台型では、

多功南原遺跡・若葉台遣跡などがみられる。
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これらの遺跡では、須恵器大甕の出上率も高く、しかも複数佃の出土例が多い。とくに南栗遣跡

は、 18点と群を抜いている。その一方で鉄生産にかかる遣跡は、南栗遺跡・若葉台遣跡・将監塚古

井戸遣跡・熊野中宿他遺跡・光山遣跡などに限られる。 8t仕紀から 9肌紀前半にかけて、間東地方

の鉄生産関連遣跡は、未だ拡散せず、在地豪族の傘下あるいは都家などに掌握各れていたからであ

ろう。また紡錘車の出土遺跡は、数多くみられる。高岡大山遣跡の20個、向栗遣跡の22個、砂部遣

跡の17個などが、抜き出ている。これは繊維生産のうち紡績工程をかかえる豪族の家が存在したこ

とを示していよう。

ただし腰帯や馬具・漆・銭などの出土頻度は、決して高くない。また奢修品としては、二彩小壷

や銅銃がみられる。高岡大山遣跡や北訂遣跡では銅銃、福島県塩川町鏡の町 A遣跡・山田遺跡・

若葉台遺跡等で三彩小壺などが出土している。今回集成した遣跡に限らず、古代東国の集落からし

ばしばみられる三彩小壺は、巽淳一郎氏が、 「出土量・使用階層の広がりからすると、中央からの

配布下賜品とは考えられず、都の市で交易していた可能性も考慮する必要があろう（中略）。個人

的な愛玩物であった可能性も否定でぎないが、おそらく地鎮や井戸鎮めのように一度の使用を前提

とした祭祀ではなく、何匝も繰り返される祭祀に使用されたのであろう。」（巽 1998) とされるよ

うに、広範なしかも累廿］：的な使用とされ、単なる奢修的な遣物とはいえないであろう。

9世紀後半から10世紀 9世紀後半に入ると東洵地方を除く東田では、 8世紀にみられた大規模

集中型の須恵器生産が、終焉を迎え周辺地域へ批散していく傾向にある。それとともに須恵器窯の

大規模な展開を迎えなかった地域にあっても土師器生産は、一部を除いて急速な縮小傾向がみられ

る。

その一方で調として須恵器生産にかかっていた美濃。尾張などの東海地方では、灰釉陶器が爆発

的に生産された。そしてこの地域は、弱体化した須恵器生産地域や、本来須恵器生産を展開してこ

なかった地域へ積極的に灰釉陶器を供給した。｛言濃・甲斐・上野地域へは、東濃産の灰釉陶謡が、

駿河・伊豆↓相模・武蔵 C 上総 c 下総地域へは、猿投産・三河産・遠江産の灰釉陶器が、それぞれ

供給されたのである。

大八木屋敷遣跡・上栗須遺跡 I区・北方遺跡・吉田川西遣跡・三間沢Ill左岸遣跡・中堀遣跡・大

寄遺跡などの遺跡では、灰釉陶器の積極的な消費がみられ、とくに下神型の吉田川西遣跡や中堀遺

跡・三間沢川左岸遺跡・ （やや古いが）下神遺跡では、周辺の遣跡に比較すると、群を抜いた消費

がみられる。また緑釉陶器の出土も目を見張る。しかし沖田型の遺跡（篠塚四反歩遣跡・大寄遺跡

・八木原沖田遺跡・上栗須遺跡 I区）では、灰釉陶器の出土はみられるが、周辺の遣跡からの出土

鼠も多い。区画内の出士量は逆に少ない。

この差は何か。下神型の遺跡は、灰釉陶器の流通ターミナルとして成長した遺跡であり、地域の

流通を掌握した富豪層や有力な寺社・貴族を背景にもつ豪族の遺跡である可能性が高い。これに比

ベ沖田型の遣跡は、区画内部の施設が貧弱で、出士遣物も劣性である。この時期、坂東の不安定な

情勢を踏まえると、沖田型の区画遺構が、成立する背景は、むしろ柵列による防御的境界意識より

も、土地の所有権や耕作権・使用権などにかかる視覚的な標示意識の表現か、防御性を伴う一時的

な避難施設であったと指摘できよう。
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ト神型の優位性は、金属（鉄・銅） ・繊維・漆などの手工業生産者が、遣跡内に囲み込まれてい

た点にもある。東国では、鉄生産が顕著な手工業である集落、紡績が顕著な集落、土器生産を主体

とする集落など、個別の集溶単位に手工業が、ある程度分散していた。しかし 9世紀前‘ドから原料

現地依存州の手工業（例えば塩や士器）を除き、各専業的集落に集住していた手工業者を一経営体

内に集住させるド神型の遺跡が登場したのである。餌論、一般集落にも各手―［業者の存在は認めら

れる。つまりそれまで個別に抱え込まれていた手上叢が、分散し、広範な遣跡で鍛治生産や紡績に

かかる手工業生産を展開したのである。そしてその一部に手工業生産の求心的経営体となった遣跡

が登場しだのである。

さらに下神型の遣跡では、豊富な食器の消費、大甕を埋設した建物の存在、奢修的な緑釉陶器や

初期貿易陶磁の所有など、都城の生活者や国府近傍に営まれた田司館における生活の導入が見受け

られる。小池遺跡や三間沢川左岸遣跡。山王廃寺などで出tした緑釉陶器の墓への一括埋納は、都

城の生活の—一部が、地方の墓の世界へまでにも移植・模倣されたことを示す。

なお下神型の遺跡では、農耕・戦闘・貢納などに重宝された馬の飼育を裏付ける豊富な馬具の出

土、地方の末端官人であり、文書事務にかかっていたことを示す腰帯や硯の出土、まだ都との交通

を示す皇朝i口二銭などの出土は、下神型の遣跡が、 9世紀にいかに急成長を遂げたかを物語る資料

である。

11世紀から12世紀 この段階の資料はきわめて乏しく、先に拳げた吉田川西遺跡や茨城県厨台遺

跡の例をみる程度である。その特徴は、吉田川西遣跡例を参考としていただくこととしたい。

なお下神嬰の遺跡の多くが、 11世紀の声を聞くことなく怠速に壊滅していった点に、関東地方の

占代から中世への不連続が、豪族の家を考える場合でも大きな障壁となっている。

このように豪族にかかる選跡の出上遣物の傾向をみると、應外にも豪族的特色を示すと予想され

た硯や腰常、銭などの出上が少なく、むしろ—一般集落や官術的配置をもつ他遣跡の出上比率が高か

った。

さらに手［菜生匝とのかかりかたも時期的に変化していった様子が伺われた。このことを踏まえ、

各頷型ことにそれぞれの選跡が、どのような性格をもって営まれていたのかを推定しておきたい。

(3) 豪族の家の類型と性格

建物群や区両施設の構成から豪族の家にかかる遣跡の類型化を試み、時期訓に類型こ‘との出土遺

物の傾向を確認した。この成果に基づぎ、各類塑の性格を推定し、東国的な古代豪族の家の発展過

程について検討してみたい。

芳賀輪型 出上遣物が乏しい芳賀輪凡りの遣跡は、その性格付けに苦慮するが、 7骨紀から10世紀

まで連続して確認でき、竪穴住屈との複雑な重複が見られない。つまり集落から隔絶した存在で、

但常的な雑器の廃棄がみられず、常時撃備され、後世まで不人の空間であったと予測される。おそ

らく神聖な神社や祭祀場のような加設ではないかと仮に推定しておぎたい。

ちなみに『上野国交替実録帳』の「神杜井学校院「像礼服祭器雑物破損無実事」には、碓水郡の

勲［＿―等渡□柏神社以下十＿ロネ十が掲載どれ、その伍圃施設に、 ［玉厨ぞ屡」「笑リ坦壱儘」「荒坦宅
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廻」「外垣壱廻J「大垣壱廻」などが記載されていた。

どの垣でも「廻Jと記されたように主体となる玉殿以―卜の建物は、垣で囲まれていたのである。

そして例えば抜鉾大明神杜の玉垣では、長さ—リ丈、厚さ―一寸、広さ八寸の立板240枚が、貰板で支

えられていたのである。他の種類の垣も立板の厚さは、二寸で共通することから、これを設置した

掘り方も、それほど幅広ではなかったと思われる。立板をパネル状に建てる掘り方は、芳賀輪型の

遣跡の周囲を区圃した小規模な溝ではなかったのだろうか。

関口 A型 8懺紀から 9恨紀前半にかけてみられる関口 A型の遺跡は、掘立柱建物跡詳が、大

形の緊穴住居跡を取り囲まないこと、周辺集落から出土する遣物と格差がないこと、掘立柱建物跡

群は、棟筋を通した二～四棟の二間屋で構成される。そのため、一般集落から突出した豪族を比定

することは、ややむずかしい。しかし棟を摘えた単位建物群は、例えば「東一板屋」や「南三土屋」

などの表現による呼称が容易である。遣跡や建物の規漠や構追、あるいは出土遣物から評価して、

郡家止倉はどの展開が見られないため、おそらく郷に設置された郷倉か、初期庄固の倉庫詳、ある

いは郡司などの在地豪族が、経営した「宅」と推定しておきたい。

沖田型 9世紀前‘、ドから11世紀にかけて展開し、連続した不正方形の区画の有Jに成立した遣構

群である。区画内は、貧弱な建物しかないが、その防御性を重視し、前述のように集落内に常まれ

た一時避難施設ではなかろうか。なお八木原沖田遺跡は卜野有馬牧、篠塚四反歩遺跡は高山御厨の

比定地に近く、 9世紀から牧や勅旨田・御厨などが、積極的に労働力の確保を目指して集住を行っ

た集落であろうか。

関口 B型 8靴紀前半から 9廿［紀にかけてみられ、比較的広大な面積を区圃していた。区圃内

には、大形の竪穴住居跡があり、これを囲むように掘立柱建物跡群が存在する。ただし総柱倉庫群

はほとんど見られず、梁側三間の三～四間屋が、四～九棟みられることから、この屋の一部が、倉

庫の機能を代替していたか、倉庫は別置（例えば間UA別の倉庫群）されていたのであろう。出

土する遣物には、奢修性はみられないが、それは、 8世紀から 9世紀前半という広域流通品の少な

い段階であったためである。

この段隋は、調庸の貞納や力役などによって郡家や国府、あるいは都へと人々が移勁し、そうし

た地域の文物がもたらされてぎだ可能性はあろう。しかし禾責極的な交易活動で広域流通をはたすま

では、奇っていなかったのである。都家の郡司の家と比較すると、やや貧弱だが、集落からは、突

出しており、あるいは郡内に営まれた少領以下の有力者の家であろうか。

下東西型 7世紀後＇『から 8槻紀初煩にみられ、居住の主休は、大形の掘立柱建物跡である。小

形の屋や倉が付属し、特殊な）0形竪穴住居跡が、別杯画に存在する。卜東西団の遣跡では、多賀城

の先行官而といわれる仙台市郡山遣跡に類似した遣構もみられる。遣物では、畿内産陥文土器が罰

著である。宮の反 A追跡では、望楼と拙定される建物が確認されるなど、郡家（評家）とは異な

る地方官術と息われる。時期的には、総領にかかる総領所や軍事施設、あるいは末だに強大な勢力

を温存していた畔造（同造）の家などであろうか。

下神型 9 |I［紀fjij半から11圃紀にかけてみられる。屈住の主体は、人形の掘立柱建物である。区

圃ごとに役割が呉なり、椋々な手［叢者集団を 1付罪に抱え込む（，かつて郡家が保特していだ徴税械
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第11図 豪族の家関連遺跡の時期 (1)
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第12図 豪族の家関連遺跡の時期(2)

能が、国術や郷に移り、 また庄園開発による新たな経営主休が整うのに従い、下神型の遺跡は、労

働力の恒常的な確保、交易可能な手工業製品の集中的生産を行い得る経常体として、登場したので

あろう。

ちなみに上野・常陸・上総国は親王任国となり、それ以外の坂東諸国には、勅旨田が設置された。

坂東は、親王任国と勅旨田という応分の負担を負うこととなり、征夷造都事業で破綻した国家財政

を建て直すため、空前の開発が興ったと予測される。下神型は、そうした勅旨田の経営拠点、貴族

や大寺社の初期庄園や牧の中心施設であった可能性が高い。また高望王を始めとして、地方に下向

した下級貴族の国司達は、留住し地方の貴紳としてこれらの施設の在地経営にあたったとされ、下

神型は、その拠点であった可能性もある。

7世紀後半から 8肌紀初頭にかけてみられる。大形建物が、閑散と配置され、やはり畿上町型

内産暗文土器などの出土をみる。近隣に郡家政庁や正倉などはみられないが、郡家の郡司の家に共

通する。あるいは郡家（評家） として定型化する以前の地方官術か豪族の家であろうか。

大袋型 7世紀から 9世紀前半にかけてみられる。大形住居跡と掘立柱建物跡群で構成される点

は、関口 B型と共通する。 しかし関口 B型よりも遣構の展開規模は大きい。居住の主体は、大形
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掘立柱建物跡にあるようで、国司館の主殿建物に匹敵する。大量の東海地方産須恵器や鉄鎌が出土

するなど、経済的・軍事的に突出した遣跡といえよう。

大袋山王第 2遣跡や高岡大山遣跡・北島遺跡第 2地点・稲荷前遣跡は、古墳時代から大形住居跡

がつくられるなど権威が維承された。これに対し、砂部遺跡・星の宮ケカチ遺跡・多功南原遣跡・

光山遣跡・将監塚・古井戸遣跡・小池遣跡は、郡司や国司・大寺院（東大寺や国分寺、下野薬師寺

等）とかかり、 8世紀に墾田開発を推進した郡司を含む有力者の家と考えられる。

正直 C型 8世紀後半から 9世紀にかけてみられる。居住は、竪穴住居か三間一面屋と推定さ

れ、井戸もままみられる。掘立柱建物跡は、あくまでも住居を中心に配置され、郡家政庁や正倉群

にみるような広場（前庭）は見られない。倉庫群を併設することは、一定の貯蔵機能の存在を推定

できる。出土遺物の奢修性は低く、また硯の出土率が高い。遺構群の規模や出土遺物からは、前の

郡司の家や大袋型の遣跡よりも低い階層が推定される。また郷家や郡家の出先など、国家の末端支

配にかかる施設である可能性もある。

若棄台型 8世紀から 9憔紀前半にかけての集落で、遺構の空白帯から方形の区画が見られる遣

跡である。若葉台型の遺跡には、突出した遣構群はみられない。出土遺物も決して豊富でなく、奢

修品も少ない。その点は、沖田型と共通する。また一般集落に比較し、竪穴住居よりも掘立柱建物

跡が異常に多い。若葉台型は、豪族の家にかかる遺跡というよりも、初期庄園的な「計画村落J的

集落といえようか。

以上、東国の豪族にかかる遺跡について、各類型ごとに性格付けを試みた。まとめると、

①芳賀輪型•関口 A 型・沖田型・若葉台型は、直接的な古代東国の豪族の家ではない。

②豪族にかかる家にも階層差があり、 a下神型・下東西型の豪族の家、 b郡家隣接の郡司の家・

上町型・大袋型•関口 B 型の豪族の家、 c 正直 C 型の家と規模・内容・格式が、下がっていく。

たとえ区画施設や掘立柱建物跡群で構成された遺跡であっても、豪族の家と呼ぶにはふさわしく

ない遺跡が、存在することを確認しておぎたい。

まとめ

古代東国の豪族の家は、どのような実態であったか。想定される豪族の家について、まずその要

素を仮説として抽出する作業を行った。次にこの作業と対比するため、国司の館や郡家に隣接する

郡司の家と、豪族の家に関連した遣跡について類型化を行った。そして類型ごとに変遷や遺構の構

成・出土遺物の様相を確認し、それぞれの性格付けを試みた。

ここに取り上げた「豪族の家」は、確かに官術のように定型化した類型を導き出すことはできず、

予想以上に様々な類型の家を生むこととなった。このことは各遣跡がもつ地域性や歴史的背景、地

域内の階層性など、さまざまな背景を抱えているからに他ならない。また豪族の家は、国司や中央

の貴族との狭間にあって、都文化を地方へ波及させる原動力となった場として重要な役割を担った

といえよう。

ところで豪族の家を構成する遺構には、井戸や鍛冶工房などが直接みられない場合が多い。厨や

手工業生産は、隣接地に別置されていた場合もあったのであろう。
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これまで古代の地方研究は、集落と官術、官術と官術が検討の中心であった。しかし繰り返し指

摘され続けたように、古代国家の地方支配は、地方の豪族をいかに取り込んでいくか、いわゆるニ

重の人民支配をいかに遂行するかにかかっていた。今後、地方の豪族と集落、地方の豪族と国司や

貴族・大寺杜といった諜題から、古代の地方研究を推進させる可能性が、少しでも生れたならば幸

いである。

本稿は、平成10年に奈良国立文化財研究所で行われた研究集会「古代豪族居宅の構造と類型」で

発表した内容と、当事業団の平成12年度研究助成 A 「古代地方豪族の家にかかる基礎的研究」の成

果の一部を含んで稿とした。平成10年以降に発見された遣跡など、最新の情報を盛り込むべきであ

ったが、今回は割愛させていただいた。稿を改めて論じてみたい。

最後になりましたが、以下の方々にお世話になりました御芳名を記させていただき、感謝に代え

たいと思います。

石毛彩子・石田明夫•井上尚明・川井正一・高島英之・高畑知功・津野仁・鳥羽政之・白田正子

・広瀬和雄・松村恵司・森 公章・森 隆・山中敏史（アイウエオ順）

註

註 1. 本稿では、豪族の家にあえて「館」という文字を用いなかった。それは元来、 「館」は、 「やどや」とか「役

所・学校など人が定時に集まるのみで常住せぬ屋舎」の意味であり、中世の「領主の館」に見る軍事性や常住性

は全く存在しない。つまり古代的な名辞である「館」をこの種の遺跡。遺構に与えるのには、躊躇せさるをえな

い。また間違った解釈を与えかねないのである。さらに遺構・遺物から論が展開されるのではなく、言葉から論

が展開される危検性をはらんでもいる。

註 2. その集大成が、 1998年に行われた東日本迎蔵文化財研究会「古墳時代の豪族居館をめぐる諸間題Jである。

註3. 古代豪族の家にかかる論者には、末端官術との間係から検討された井上（井上1991) ・烏羽（鳥羽1997)

山中（山中1994) ・津野（津野1991)氏などの論考がある。また富豪層との関連について、秤原氏の正直 C遣跡

を巡る諭考（骨原1996)、神谷氏の占代の方形遣構を巡る論考（神谷1991)、高島氏の上野国群馬郡八木院を巡る

論考（翡島1995)、荒木氏の陪奥国会津郡の河川交通を巡る論考（荒木1999) などがある。さらに大上氏の単位集

団論（大卜1991)、さらに近年のシンポジュウムでは、神奈川県の大形建物を巡るシンポジュウム（かながわ考古

閉団1999) や、日本考古学協会（日本考古学協会1995)、奈良国立文化財研究所の研究集会（奈良国立文化財研究

所1998) などをあげることがてきる。

註 4.①については、奢修的な遣物として緑釉陶器、灰釉陶器、初期貿易陶磁器を扱い、埼玉県内の事例を中心に

田中1994・ 2000 ・ 2001で明らかにした。

また⑤については、官人にかかる遣物として腰幣具について既に明らかにしている（田中1995)。

註 5. 国司の館については、田中1996・ 1998を参照していただきたい。

註 6. 肥君猪丁は、男女合わせて124人をかかえる筑前国嶋郡大領であった。 『筑前国島郡川辺里戸藉』。

註 7. 近年、上宮工家の伝領にかかる研究が、富に蓄積されてきている（仁麻1997)他。

註 8. 『今昔物語集』の描く国司の館と、郡司の家については、別稿を準備している。

註 9. この類悲化にあたって、問題が二つある。一つは、区画や建物群、あるいは地形による隔絶などで判訴した
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「豪族の家」の一単位が、必ずしも豪族の家の一単位といえるか疑問が残ることである。つまりこの区画は、「家」

を構成する主な建物や施設の一部であって、おそらく「戸口」や「寄口」などを含んでおらず、また主な経営基

盤である田地や手工業にかかる部分についても同様である。この区画や大形建物群は、豪族の家の核となる部分

であり、核の分類となる。

二つは、いわゆる村落内寺院と、どう弁別するかである。しばしば四面屋の建物が調査されると村落内寺院と

評価されるが、その中には、豪族の家も含まれている可能性がある。

四面屋一棟だけで捉えるのではなく、周辺遺構や出土遺物に仏器やその模倣品、あるいは灯明皿の多量出士な

どを確認する必要がある。

なお瓦葺建物は、都城でも制限されていたことから地方豪族の私的な建物には、用いられなかったと理解した

し＼゜
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川原由典・大山浩,, 1978『星の宮ケカチ逍跡』益子町教育委員会

岸田治男 1993『上栗須寺前遣跡群 I」（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

木本元治 1973-1982『関和久遣跡』 I-X 福島県教育委員会

木本元治 1991『屋敷遺跡』福島県教育委員会

小林清降 1985『栄町大虎HII -2避跡』千葉県文化財センター

小林良光 1988-1988『八木原沖田 I-X』渋川市教育委員会

小渕良樹 1988『狭山市埋蔵文化財調査報岩』 7狭山市教育委員会

小牧美知枝 1994『大tillI -3遣跡』印膨郡市文化財センター

坂ロ・一，神谷明 1994『今井道上遣跡』（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

佐藤逹夫，渡辺康弘 1983『上横山遺跡』小山町教育委員会

篠崎 潔 1992『巳樹原・楕l、遣跡』 III巳樹原，檜下遣跡調査会

菅原祥夫 1995『正直 c遺跡』母畑地区発掘調壺報信36 福島県教育委員会

鈴木孝之 1997『北島遺跡』 I¥I （財）埼玉県埋蔵文化財調査事梨団

高井悌三郎 1944『常陸国新治郡上代遺跡の研究』

高島英之 1995『大八木犀敷遺跡』（財）群馬県坪蔵文化財調査事業団

田中弘幸 1988『1企II殿前遺跡』北区教育委員会

田中弘志 1998『弥勒寺東逍跡 第 5次発掘調査』硯地説明会資料 関市教育委員会

島羽政之 2001『熊野遺跡 I』岡部町遺跡調査会
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富田和夫 2000『大寄遺跡 I』（財）埼玉県埋蔵文化財調査事巌団

富沢敏弘 1980『山王廃寺跡 第6次発掘調査概報』前橋市教育委員会

直井雅尚 1984 『松本市ド神•町神遣跡』松本市教育委員会

中島 宏 1981 『清水谷•安光寺・北坂』（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団

中村倉司 1988『小山ノ上逍跡』（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団

仲山英樹 1990『砂部遺跡』（財）栃木県文化振興事業団

花岡 弘 1991『関口 A・ 関口 B・ 下柏原』小諸市教育委員会

原 明芳 1989『吉田川西遣跡』（財）長野県埋蔵文化財センター

平野吾郎 1990「県史跡 長者屋敷遺跡」『静岡県史』資料編 2考古二 静岡県

平野吾郎・及川司 1984『横山遺跡』小山町教育委員会

松本市教育委員会 1988『三間沢左岸遺跡(1)』松本市教育委員会

松本市教育委員会 1991『小池遺跡』松本市教育委員会

松村恵司 1977『山田水呑遺跡』山田遣跡調査会

水野順敏 1990「都筑郡術跡（長者原遺跡）」シンポジウム『関東官術遺跡の検討』茨城県考古学会

前沢輝政 1976『西赤堀遺跡』上三川町教育委員会

宮文了・・川津和久 1995『公津東遣跡群』 II （財）印靡郡市文化財センター

宮本救ー 1998「上細工多遺跡」『千葉県の歴史』資料耀考古 3 千葉県

村上好文 1985『平賀』平賀遣跡群発掘調杏会

八木勝行・磯部武男 1981 『日本仕宅公団藤枝地区埋蔵文化財発掘調査報告書皿』奈良•平安時代編 志太郡術跡

（御子ヶ谷遺跡・秋合遺跡）

山口耕一 1999『多功南原遺跡』（財）栃木県文化振興事業団
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